





稿は，2011年 9 月に実施した第 3 回目となる現地実態調査の報告前編であり，2009年度調
査の報告書から通算して第 5 号にあたる。
　本稿は，本研究全体の概略（第 1 章），2011年度韓国現地実態調査の概要（第 2 章），キム・
ヒョンチョル氏への聞き取り調査報告（第 3 章），ムジゲ青少年センター訪問調査報告（第
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章），「キム・ヒョンチョル氏」（第 3 章），「マン・ヒ氏」（第 5 章）への調査について報告
する。
　各執筆箇所の文責は，第 1 章が新矢麻紀子，第 2 ，3 章が山田泉，第 4 章が三登由利子，
第 5 章が岩槻知也である。
２．2011年度韓国現地実態調査の概要























　2011年度の調査は，2011年 9 月 4 日（日）から 7 日（水）までの日程で，ソウル市及び京
畿道で行った。調査者は，研究代表者 1 名，研究分担者 4 名，研究協力者 3 名（通訳兼情



























































































































































































































































































































１）　 Kyung-Sup Chang (2010) South Korea under Compressed Modernity: Familial Political 












日　時：2011年 9 月 5 日（月）　午前 8 時30分〜10時30分
調査者： 新矢麻紀子・山田泉・岩槻知也・大谷晋也・佐藤潤一・春原憲一郎・尹世羅・
　　　　朴海淑（通訳）・三登由利子（報告者）













































































































　期間は 3 年間で，週に 1 回，継続的に自分自身と自分の将来について考えるためのプロ






















































































































けることが主な活動。それ以外にも， 2 〜 3 の活動をしている。一つは，政策を提案する
ことや日韓交流などの国際交流を進めること。また国連やユネスコなどで指針が出た場合
は，その都度確認して研究するなどという取り組みも行っている。さらに，一番支えにな









拡大などが大きな目標になっている。私たちのプログラムを 3 段階で示すと，まず第 1 段








































































6 〜 7 年かかる。全国に60ほどの学校があるが，そのうちの15％の学校で指導者が生まれ





































































ているという感じだ。文解教育の「 3 つの段階」，特に第 3 段階を意識して，外国人女性
たちと学習を進めている。移住センターでの多文化支援活動の核心は何かというと，ハン
グル教育で「韓国人づくり」となってしまっている。私はそれには問題を感じているので，
「リーダーづくり」ということを意識している。多文化家族の子どもたちの教育の問題は，
移住女性の一番の悩みでもあるが，子どもたち自身が「主人公」となるように，自尊心を
持って成長するようにとサポートをしている。
　Ｊ：「 3 つの段階」は私自身にも必要だと感じた。また私自身が文解教育の学習者の立
場にいるお母さんたちに韓国語を教えてもらいたいと思ったが，例えばお母さんたちが多
文化家族の妻たちに韓国語を教えるといった形での相互学習があってもいいかと思う。
　Ｍ：おっしゃるとおりで，私自身も焦点をそこに置いている。髙野先生は，言葉はあま
り通じないのだが，いるだけで「魂の共感」がある。彼が一番のモデルだと思う。ほんと
に自由な方で，存在するだけで大きな力を与えてくれた方だ。
　Ｊ：文化を解放して文化から解放される。その中には，文化という言葉では言い尽くせ
ない「貧困からの脱出」という問題がある。お金持ちになるということではなく，普通の
暮らしができるということ。北海道の過疎の地域で，アルコール中毒などから抜け出して
みんなで力を合わせて貧困から脱出しようとしているグループがあり，自分たちで事業を
やって利益を上げていくことが大事だという理念がある。文解教育に関してはどうか？
　Ｍ：ある70歳の学習者の事例を紹介したい。ご主人が病気で収入がなく，息子は破産。
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なんとか子どもからのお金で生計を立てていたが，それも途切れてしまった。毎日通るバ
ス停の前にタバコ屋さんがあったので，タバコを売ることで生計を立てようと思ったが，
文字が読めないので 3 か月間の集中教育を受けることにする。この学習者は，集中教育の
過程でお金の計算ができるようになり，タバコ屋の経営者になった。このように知識を共
有するだけでなく，知識によって生活を改善していくような運動でなければならないと
思っている。
　もう一つ，韓国では社会的貧困者の職場を作り出すという公的なシステムがある。私が
安養市民大学にいたときにも，学習者たちから食事の要望があった。最初は一人でご飯を
炊いていたが，人数が増えて難しくなってきた。そこで生徒に経費を渡して料理をするよ
うに頼み，最小限の貧困脱出のための仕事を作り出したことがある。人数が増えれば仕事
も増えて，コックさんになれるという動機付けもできた。
　さらにもう一つ，第 2 段階の教育の中で環境学習をやっているが，自宅で節水の活動を
したり，学校の教室の一つをリサイクルショップにしたのも反応がよかった。自分ででき
ることからやろうということで，服の修繕や洗濯もやっていた。これについては技術が必
要なので交代ではできなかったが，できる人だけでやっていた。収入ができてきて，市場
にショップを出しましょうというところまで話が進んだ。そこまでが私の仕事である。学
習者が生活の中で主体性をもてないようでは文解教育とは言えない。生活ができるように
指導していくことが，文解教育の本来の姿だと思う。
　Ｊ：文解教育のハルモニと多文化家族のクラスは別々だということだったが，理念とし
て別なのか，それとも実践として別なのか？
　Ｍ：理念としては「主体的」ということで変わりはないが，それぞれの目標が違う。結
婚移民者は若いし，理解も早い。子どもの養育のこともあるし，お金を稼いで豊かな生活
をしたいという希望がある。それに対して文解教育の対象者は高齢なので，情熱のレベル
は一段落ちる。リーダーシップへの関与についても，結婚移民者は積極的だが，ハルモニ
たちは楽しい方がいいし，リーダーというよりはムードメーカーぐらいでいいと考える人
も多い。また移民者の場合，社会に対する関心や問題意識は高いが，学習したことを社会
に向けて表現していくことはかなり難しい。それで消化不良となってしまうので，その受
け皿を用意する必要があるだろう。彼・彼女らが家庭の中にとどまってしまうことも多い
ので，そうならないようにすべきである。また個人の生活を中心にした生き方をしてきた
人に，「地域の中の個人，社会の中の個人」ということを学習してもらう。それがわかると，
学ぶときの熱意も強くなる。自伝を書いて人生を振り返ると，「自分はこう生きてきたので，
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韓国における移民関連施策および支援状況に関する実態調査報告（5）（新矢麻紀子他）
死ぬときはどうしたいか」と考えられるような力が生み出される。
＊2011年度の韓国における現地実態調査報告後編は本号の報告（6）をご覧願いたい。
＊ 本研究は，平成21〜23年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）課題番号21320097）「「日
本語教育保障法」に向けた理論的・実証的研究―言語教育学と公法学の視点から―」に
よるものである。
